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１．新たに監視委員になられた方の勉強会が開催されました

２．衛生大会を開催

平成２７年１１月

豊田ＰＣＢ廃棄物処理 事業だより(Ｎｏ.１３９）

全国労働衛生週間は、働く人の健康の確保・増進を図り、快適に働くことができる職場づくりに
取り組む週間です。
昭和２５年に第１回が実施されて以来、本年で６６回となりました。
平成２７年度は「職場発！心と体の健康チェック はじまる 広がる 健康職場」のスローガンのも
と、１０月１日～７日に実施されました。

「豊田市ＰＣＢ処理安全監視委員会」は平成１５
年１０月３日に豊田市により設置され、市民参
加の監視を推進するため、市民及び周辺自治
区代表（９名）、周辺企業代表（２名）、学識経験
者（４名）の１５名で構成されています。

現委員の任期は、平成２７年１０月３日～平成
２９年１０月２日までの２年間となっております。

平成２７年１０月１３日（火）に豊田市主催の豊田市ＰＣＢ処理安全監視委員勉強会が、豊田Ｐ
ＣＢ処理事業所で開催され、１０月３日（土）から新しく委員になられた方々が出席されました。
勉強会では豊田市環境部環境保全課職員による安全監視委員の役割等についての説明後、
ＪＥＳＣＯ安全講習と見学通路からの施設案内を行いました。

豊田施設では、労働衛生活動の大切さを
再確認することを目的として、１０月１日
（木）にＪＥＳＣＯ、運転会社合同での衛生
大会を開催しております。

この衛生大会では、先ず、所長より、ＪＥＳ
ＣＯ社長の「全国労働衛生週間を契機とし
て、心と体の健康の重要性について認識
を深め、労働衛生活動の着実な実行を期
待する」とのメッセージが事業所で働く社
員に伝達されました。
また、運転会社の社長からは、労働安全
衛生活動の大切さに関する訓示がありま
した。
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ＰＣＢ処理事業紹介シリーズ 第１８回

今月は分析室をご紹介します。

分析室は当施設の６階にあり、約２０名の分析専門の担当者が２４時間体制で分析を行って

います。

ＰＣＢの分析には、分離抽出作業と専用
の分析装置が必要です。
当施設では、ガスクロマトグラフという分
析装置７台とガスクロマトグラフ質量分析
計という分析装置を３台使用して分析を
行っています。

ここでは、施設内で処理された処理済物
の分析を行い、無害化の基準である卒業
判定基準を満たしているかどうかを確認し
ます。

また、施設内の各所で使われている洗浄
溶剤や油などを定期的に分析し、設備が
適切に維持・管理されているかの確認も
行います。


